
南城市立佐敷中学校（英語科シラバス）                               １学年 

 

1 中学校英語科の目標  

 

（1）外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解するとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこ

と，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けるようにする。 

（2）コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で

簡単な情報や考えなどを理解したり，これらを活用して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。 

（3）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

 

2 評価と評価方法 
 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

〔知識〕 

英語の特徴やきまりに関する事 

項を理解している 

〔技能〕 

実際のコミュニケーションにお 

いて、日常的な話題や社会的な 

話題について聞いたり、読んだ 

り、話したり、書いたりする技 

能を身につけている。 
 

 

コミュニケーションを行う目的や 

場面、状況などに応じて、日常的 

な話題や社会的な話題についての 

概要や要点を、聞いたり読んだり 

して捉えたり、自分の考えや気持 

ちを、話したり書いたりして伝え 

合うことができる。 

 

外国語の背景にある文化に対 

する理解を深め、相手に配慮 

しながら、主体的に、聞いた 

り、読んだり、話したり、書 

いたりしようとしている。 

評 

価 

方 

法 

単語テスト 単元テスト 定期テスト パフォーマンステスト 

（聞き取りテスト、読みテスト、英作文テスト、インタビューテス 

ト等） 

授業中の活動の様子 

授業振り返りシート 

テスト振り返りシート 

ノートや課題等の記述内容 

 

3 授業計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定期テス ト Ｉ 定期テス ト Ⅱ 定期テス ト Ⅲ

P ro g ra m  1

He l l o ,

Eve ryo n e !

P ro g ra m  2

M y Fa vo r i t e

T h i n g s

P ro g ra m  3

 M y S ch o o l

P ro g ra m  4

Fa m i l i e s  a n d

P e t s

P ro g ra m  5

 A  Ha p p y  D a y

P ro g ra m  6

 A t  a  S u m m e r

Fe s t i va l

P ro g ra m  7

S ch o o l  Lu n ch

P ro g ra m  8

 A  Ne w  Li f e

i n  Ca n a d a

P ro g ra m  9

An U n f o rg e t t a

b l e  T r i p

P ro g ra m  1 0

M y D re a m

P ro g ra m  1 1

M e m o r i e s

アルファベッ

ト、身のまわり

の語彙、be動

詞（a m, a re）

の肯定文

be動詞（is）

の肯定文・否

定文・疑問文

一般動詞

（pla y, ha ve

など）、曜日の

言い方

疑問詞

（Wha t）、数

の数え方

（How

ma ny）、名詞

の複数形

三単現のs

（肯定文・否

定文・疑問

文）

疑問詞

（Who,

Whose）、代

名詞（人称代

名詞の目的格

など）

疑問詞

（Where ,

When,

Which）、時

刻の言い方

現在進行形

（~ing）、「今

…している」

助動詞 ca n

（能力・許

可）、命令文

一般動詞の過

去形（規則変

化・不規則変

化）

be動詞の過

去形、1 年間

の振り返り

【 1 学期：英語の基礎と自己紹介】 【 2 学期：身近な話題と日常生活】 【 3 学期：できることと過去の思い出】



４ 授業の進め方 
① 前時の内容を振り返り、めあての掲示をする。 
② 帯活動で新出単語の確認を行い、基礎基本的な知識の定着を図る。 
③ 単元のめあてに対して自己の目標を持たせる。 
④ 教科書を音読し、文章の内容を捉える。 
⑤ ペアやグループ活動を意図的に設け、考えを深めたり、広げたりする時間を設定する。 
⑥ ノートやワークシートを活用し、後で学習を振り返れるように指導する。 
⑦ 教師の指示、説明は簡潔にし、生徒の活動時間の確保に努める。 
⑧ ICT を活用し、生徒の実態に応じた学習方法を模索する。 
⑨ 授業終了 5分前にはめあてに対しての振り返りをし、全体で共有する。 

 

５ 授業で使うもの 

① 教科書     ②英語ファイル  ③めきめき English   ④ノート  ⑤のり  ⑥マイク付きイヤホン 

⑦Chromebook 

 

６ その他 

① 年 2 回、オンラインで海外の方と英語で交流する機会があります。 

② 学校で行う英検は年に２回(６月と 10 月)のみです。早めの受験をお勧めします。 

→申し込み時期は１～２ヶ月前です。先生の話をよく聞き申し込みしましょう。 

③ 英語関連の行事は以下のようにあります。興味があれば、早めに英語科の先生に声かけしてください。 

→6 月 島尻地区英語スキットコンテスト 

→9 月島尻地区英語スピーチコンテスト 

→2 月南城市英語スキットコンテスト(※1・２年対象) 

 


